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ていない多目的飼料木である Moringa oleifera Lam (Moringa)葉部の添加飼料としての利用性を
調査した。試験は供試動物として低品質な Chloris gayana 乾草を給与したヤギを用い、SSC の代
替飼料として M. oleifera（MOOL）を異なる割合で添加給与し、乾物摂取量（DMI）、乾物消化率
（DMD）や成長効率について測定した。MOOL と SSC の添加割合は 0：100、25：75 および 100：0
とした。DMIと代謝エネルギー摂取量は MOOLの 75と 100％添加した区で有意に高い値が見られた。
SSCよりも MOOLの添加割合が高い時 DMおよび NDF 消化率は増加した。また、25％MOOL添加区に









び乳中の総固形分量を増加した。また、MP分析により、LLM の 2.6 kg DM 添加飼料が最も高価な
CSCの代替飼料となった。 
反芻動物の生産において LLM は利用性が高いけれども、Leucaena psyllid (H. cubana)が乾季
に増殖することにより LLMの生産量を減少させている。それゆえ、試験 3、4 および 5では、飼料
木 M. oleifera の Leucaena leucocephala の代替飼料としての利用性を調査した。まず試験 3 で









 試験 3 で MOC は反芻動物のタンパク質代替飼料として利用できることが確認されたが、過度に
動物に給与した時有害な影響を与える抗栄養因子を含んでいると言われている。試験 4 では MOC
の安全な飼料給与量を確立することを目的として行った。供試動物は Std:ddY系の 8週齢マウス
48頭（24頭のオスおよび 24 頭のメス）を用いた。MOCの給与レベルは 0（対照）、12.5、25およ
び 50％とした。体重は毎日測定し、試験 40 日目に動物をと殺した後、臓器を採取し、観察を行
った。これらの結果から単胃動物のタンパク質添加飼料としても利用可能であることが示唆され
た。しかし、添加量は一日の摂取量の 12.5％を超えないようにする必要があるだろう。 
試験 5では産卵鶏において、ひまわり種粉(SSM)の代替飼料としての M. Oleiferaの葉粉（MOLM）
の効果を調査した。4つの飼料処理は植物タンパクとして MOLMと SSMを用い、20、15、10％の添
加レベルの SSM に MOLMを 0、5、10、および 20％の添加レベルで相互に置き換えた。測定項目は
飼料摂取量(FI)、卵重(EW)、産卵率(LP)、卵生産量(EMP)および飼料効率として測定した。これら
の結果から MOLM は産卵鶏への影響なしに 20％以上の SSM と置き換えることができることが示唆
された。しかし、MOLMの産卵鶏への飼料添加レベルは 10％が最も効果的であった。 
本研究の成果は、多目的飼料木(MPTｓ)である Moringa oleifera の茎葉部は反芻家畜へのタン
パク質代替飼料としてだけでなく、家禽類への飼料添加物としても十分利用可能であり、従来か
らの代表的な飼料木である Leucaena leucocephala に替わるものとしての有効性を明らかにした
ものである。このことは、熱帯・亜熱帯地域におけるタンパク質補助飼料としての新たな飼料木
に関する貴重な情報を提供するものであると高く評価し、学位論文として十分な価値を有するも
のと判定した。 
 
 
 
 
